





















































































































































用することを意味する。   (p.170) 







































































































































図 2 相互作用の捉え 
図 4 第２回調査問題 










3201 Mu あぁ，分かったかも。 
3202 T  じゃあ，ちょっと説明してもらえるかな。 
3203 Mu 合同な図形（△EFC）を作って・・・。あれ。 
3204 Mu あれ。違うかも。 
























3142 Mu ここが一緒で・・・ 
3143 Mu これは・・・等しい。 
3144 Mu B と・・・Aが・・・イコール６０。 
3145 Mu 60・・・・60マイナス角、G、A、E、あ、違う。・・・・・ 
C、A、D 


















3109 Mu ここ(∠AFB)が知りたいんだよね。ここが。 
3110 Syo そこ知るとどうなるの？ 
3111 Mu ここ知ると，ここの角度(∠BAF)が分かるじゃん。こ
の先っぽ。そうすると，ABG，三角形ABGのさ。 
3112 Syo ABG・・・・・・。 
3113 Mu あぁ，だめだ。 
 
























の記述は，Harel & Sowder (2007)が，演





































































3301 Syo これって(△BFD)二等辺三角形になるってことじ 
ゃん 
3302 Mu うん。 
3303 Syo そしたらこれとこれ(DF とDB)だよね。等しくな 
るの。 
3304 Syo これ(∠DFE)が 20°になるってことだから・・。 
3305 Mu うん。 
3306 Syo 全然わかんなかった。 
3307 Mu どれとどれを合同って言えばいいんだろう。 


































































3309 Mu これってさ，ここ(E)を中心に円描けるんじゃない 
かな。 
3310 Syo ここを中心に？円・・・  
3311 Mu だってここ(∠BAC)60°じゃん。 
3312 Syo なんで 60なの。 
3313 Mu え，(∠DCB)30°じゃん。 
3314 Mu ECB=30°だから， 
3315 Syo あ，ほんとだ。 
3316 Mu ここ，こうで(BE=CE)。 
3317 Syo そうだね。 
3318 Mu ってことは，E(∠BEC)が 60°だから，あ，120° 
だから， 
3319 Mu 60と 120 だからさ，円描けるじゃん。 
3320 Syo ここ 120°だと， 
3321 Mu Bと Aと Cをとった円を描けて・・・ 
 










































































3327 Syo ここ(∠FDE)じゃあ 40？ 
3328 Mu うん，そうだけど。40。・・・・なんで 40になる
の？ 
3329 Syo これ(∠DFE)使わないとできないね。そっかー。 
3330 Syo でもここが 40になったらここ，ここ(DF,CF)こう
(等しい記号)だよね。 
3331 Mu そうだよ。 
3332 Mu あ，ほら，ここが 40°だって証明できたらおわる
んだけどね。 
3333 Syo そうなの？なんで？ 
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